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○ 元 気 な 子 
○ 思いやる子 
○ 考 え る 子 
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光春小だより 

 

５月行事予定 

日 曜日 時程 学校行事等 ひろば 

１ 水  天皇即位の日 元号改元  

２ 木  国民の休日  

３ 金  憲法記念日  

４ 土  みどりの日  

５ 日  こどもの日  

６ 月  振替休日  

７ 火 Ａ 個人面談⑤  ○ 

８ 水 Ｂ６ 月曜時間割 内科（３年） ○ 

９ 木 Ｃ５ 内科(１年) 光が丘プール(５組)   

10 金 Ｂ４ 安全指導 学校探検（１・２年） ○ 

11 土    

12 日    

13 月 Ａ 運動会特別時間割始  

尿検査（二次）眼科 

○ 

14 火 Ａ５ 縦割り班活動 内科（２年） 

運動会係活動① 

○ 

15 水 Ａ４ 避難訓練 ○ 

16 木 Ａ 体育朝会 光が丘プール(５組) 

耳鼻科 委員会 

 

17 金 Ａ 全校練習① ○ 

18 土    

19 日    

20 月 Ａ  ○ 

21 火 Ａ 全校練習②  ○ 

22 水 Ｂ５  ○ 

23 木 Ａ 全校練習③ 運動会係活動②  

24 金 Ａ 保教の会集金 ○ 

25 土    

26 日    

27 月 Ａ ５時間授業始(１年) 教育実習始  

全校練習(予備) 

○ 

28 火 Ａ 全校練習④ ○ 

29 水 Ｂ６ 心臓病健診(１年) 保護者面談(ひかり) ○ 

30 木 Ａ５ 全校練習（予備）運動会係活動③  

31 金 Ａ５ 尿検査(予備) 前日準備 ４時間授業（１～４年） ○ 

 

 

「くれない症候群」 

校長 世古 徳浩 

 何か意に沿わないことがあると、それは自分の

せいではなく、先生が悪い、友達が悪い、学校が

悪いと、「悪いのはあなた、悪いのは自分ではな

い」式の考え方をする人がいます。このような考

え方をする人の多くは「くれない症候群」に陥っ

ています。 

  

・実力が発揮できないのは先生が認めてくれな 

いから。 

・仕事がうまくいかないのは、友達が協力して 

くれないから。 

・友達とうまくいかないのは、友達が自分の気 

持ちを分かってくれないから。 

 

もし、思い当たる事があったら、「それは自分

のせいではないか」と、大人も子供も一度頭を切

り替えて欲しいと思います。 

実力が発揮できないのは、自分がきちんと勉強

をしなかったり、サボったりしたせいではない

か。友達が協力してくれないのではなく、自分の

努力が足りないのではないか。先生が公正に評価

してくれないからではなく、自分の力が評価され

るに足るレベルに達していないせいではないか。 

人間というのは理屈の天才です。できない理

屈、やらない理屈を挙げれば、いくらでも並べ立

てることができます。しかし、謙虚に振り返って

みると、何よりも自分自身に思い当たる節がある

はずです。周りが悪いと思うのは単なる言い訳に

すぎず、実は自分に原因があるのではないかと自

問して欲しいです。他人の行動は変えられません

が、自分の行動は自分で変えることができます。

それができるかどうかは、自分次第です。そして

それは、必ず自分自身を成長するためのステップ

になるはずです。大人も子供も謙虚に物事を受け

止め、バランス感覚を磨いていきたいです。 

 
＜５月の生活目標＞    すすんであいさつをしよう 

＜５月のあいさつ目標＞ 「おはよう」「こんにちは」は 元気よく          生活指導部   

本校では、小中連携の一環として、光二中とのあいさつ運動を７年間続けてきました。昨年度からは本校から

光二中までの歩道を「あいさつロード」と名付け、あいさつ運動の回数を増やし、全学年が中学生と一緒に運動

に取り組めるようにしました。中学生は先輩として、凜々しい姿を本校の児童に見せています。自分も相手もす

がすがしく、笑顔になれるよう、挨拶を「あかるく、いつも、さきに、つづけて」ほしいと思います。 

 


